
平成３０年度第６３回東京双松会総会・懇親会報告
平成３１年１月 13日

　東京双松会第６３回総会は昨年１０月１３日、アルカデイア市ヶ谷（私学会館）で開催されました。参加者は
１４０名に達し（内、平成以降の卒業生が２０％を占め）、若さと活気に溢れた総会となりました。

参加者名簿

式次第

　中村康一事務局長（昭和４０年卒）が開会の宣言を発せられるや、早速、芦田昭光会長が登壇され、会長とし
ての最後の挨拶を次のように述べられました。

芦田会長ご挨拶

　本日は多数のご出席賜りまことにありがとうございます。事務局が頑張ってくれたおかげと思いますが一過
性ということでなくて、ずっと続けていただきたいと思います。皆さんは常連メンバーというぐらいで頑張っ
ていただきたいと思います。

　最初に、ご来賓の方をご紹介致します。松江北高から小山校長先生、松江北高から武藤校内幹事、双松会幹
事長の金平さん、近畿双松会副会長の梅木さん、広島双松会会長の大木さん、本日はゲストで講演いただきま
す田部長右衛門さん、歌手の山根万里奈さんです。

　私は今年の会報に、日本は「もっている国」だと書きました。少し日本については間違ったイメージとか誤
解が多い。実は、日本は大変すばらしい国であるということをそこで書きました。ここで触れませんので、も
し暇がありましたらぜひお目通しをいただきたいと思います。

　昨今ちょっとみてみますと、自然災害が非常に多い。地震、台風、大雨による土砂災害とかありますが、こ
のように連続して起きるということは、実は百数十年前、江戸時代の末期に固まって自然災害が出てきたとい
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うのがございます。徳川幕府が崩壊する約10年前ですが、1853年に南海トラフ地震で３万人亡くなった。

　それから翌年の1854年、江戸の首都直下型地震で１万人ぐらい亡くなったと。ところが、1855年、大きな
台風がやってきて高潮で江戸のまちが大洪水になったと。これで何と10万人亡くなったのです。

　当時の江戸は世界最大の都市なのですが、100万人しかいなかった。そのうちの10万人ですから、10分の
１が亡くなったと。大津波が来ますと、コレラというのがはやります。コレラがその後二、三年続き20万人亡
くなった。ということは、この高潮及びその後で30万人、30％の人が亡くなったのです。

　これがやはり江戸幕府の力を弱めた最大の原因。薩長は武力で倒したのですがその前に相当体力を使ってい
た。こういうことが現在の日本で起きたらいけない、日本の国土強靱化、これは毛利前国交省事務次官が本日
ご出席ですから、一生懸命やっていただいたし、現在もやっていただいていると思います。我々が個人ベース
でできることは、備えあれば憂いなしで、まずミネラルウオーター、水、それから電気、ガスがなくても食べ
られる非常食を１週間分ぐらい常にもっておく。

　これがやはり大切ではないかなと。それで日本国家、あるいは郷土というのを人の面から支えていくことが
必要ではないかと最近つくづく災害が多いときに感じます。こういう場で話すのは少し外れているのですが、
外れていることをわかっていて承知しながら、実は皆様にこのように注意をお願いしている次第です。

　最後になりますが、実は、私、今回この会をもちまして会長をひかせていただき、次は井原勝美さんに引き
継いでいただくことになりました。

　井原さんは皆様ご承知と思いますが、昭和44年北高卒、北高その後東京工業大学にお入りになりまして、バ
スケットをずっと続けておられたと。高校のときにはインターハイで全国４位まで上がられたスポーツマンで
す。そしてソニーにお入りになり、最後はソニーフィナンシャルの会長をお務めになった。井原さんはパワー
もある、インテリジェンスもある、リーダーシップもあるということで、ぜひ井原新会長のもとでこの会をさ
らに元気よく、元気づけていただくということで、そういう最後の希望を申し上げまして、私の挨拶にかえさ
せていただきます。どうもありがとうございました。

　続いて来賓の小山校長先生（昭和５２年卒）より配布された「学校案内」を基に最近の学生の活動状況や進路
状況等の報告がありました。続いて、金平憲双松会幹事長が「世界の人たれ北高生！基金」の成果に触れられ、
会員ご一同の募金協力に謝辞を表されました。

　この後、中村事務局長より、活動報告と次期事務局長の糸川孝一（昭和55年卒）氏のご紹介及びご挨拶を頂
き、矢田修治会計幹事（昭和62年卒）の会計報告、宮城由美子監事（昭和53年卒）より監査報告が行われ、満
場一致で承認されました。

　会は順調に進み、恒例の講演会に移りました。

　講師は第25代田部長衛門氏（平成10年卒）による「田部家750年　たたら製鉄550年　これからの島根」と
題した非常にふるさとに熱い思いを抱かれている田部氏と田部家の興味深い歴史に惹き込まれ、聴き入りまし
た。



ご挨拶 スライドをフルに使っての熱弁

　　　ココ　をクリックすると講演内容をご覧になれます。（いささか長文です）

　田部氏の講演が終るや、糸川新事務局長が乾杯の音頭をとり、懇親会がはじまりました。

　会の途中、岩井祥平さん（平成22年卒、島根大学特音過程と東京芸大声楽科卒業）のカンツォーネの披露、
そして、山根万理奈さん（平成20年卒、バーガーインレコードからメジャーデビュー）のミニ・ライブが行わ
れ、全員で若いエネルギー溢れるライブを楽しみました。

　　　　　　　　　　　以下に総会・懇親会の模様を任意で選んだ写真でご紹介します。
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　そして、オペラ歌手の大岩篤郎氏（昭和42年卒）のリードで「赤山健児の歌」と校歌「山脈浮かびて」を合
唱し、大変な盛り上がりの中、最後に井原勝美新会長（昭和44年卒）の閉会の挨拶、無事閉会しまた。

井原勝美新会長の閉会のご挨拶

　今回はかなり若い人もふえ、本当に楽しい良い会になったと思います。本当にたくさんのご参加頂きありがと
うございました。来賓の方ですが、小山校長先生を初めとして、松江から、あるいは近畿から、そして広島から
たくさんの方、お忙しい中お越し頂き感謝申し上げます。



　芦田会長からご紹介ありましたが、少し補足させて頂きますと、昭和44年北高20年の卒業で校舎は川津にあ
りました。１学年11ルーム、１ルームが大体50人、ぎりぎりこれ以上入らないぐらいの机を入れて勉強、ある
いは運動に励んだ時期です。今は川津に校舎はなく赤山ですが、私はたまたま一中卒業生で、当時、一中は赤山
にありまして、今の北高に行っても大変懐かしい思いがします。人によっては自分が学んだ校舎はどこに行って
もないのではないかというように少し寂しい思いをされる方がいらっしゃるかもしれませんけれども、幸いなこ
とに私は赤山には大変なじみがありまして、今でも松江に帰るたびに今の北高にお邪魔させて頂いている次第で
す。

　我々昭和44年の卒業生は、学園紛争真っただ中の卒業で、浅間山荘事件とか、安田講堂事件とか、そういっ
たきな臭い時代をちょうど卒業式を迎え、大学以来こちらで過ごしています。

　　高校時代は多少勉強しましたが、専ら運動のほうに精を出し、当時島根県は全国の中でバスケット王国だっ
たのです。地方大会、工業と北高いつも双璧で、大体どっちが勝っても全国大会でいいところまでいくというよ
うな時代でした。私の時代はたまたま２年のときですが、全国４位の成績をおさめ３年のときにはこれはもしか
したら？と思ったが予選で松江工業に残念ながら１点差で負けました。その年は松江工業が全国制覇し、本当に
島根県で優勝すると全国で優勝できるかもしれない、そういった本当によき時代でありました。ただ、その後、
大変すぐれた、我々はｾﾝｺｳ先生といっていましたけれども、退職され、工業にはﾜﾀﾅﾍﾞ先生という名監督がおら
れて退職されて、バスケットの重心は能代工業のほうに移っていった。その後、全国的には精彩を欠いたかなと
いう時代を過ごしました。大変充実して楽しい北高生活を送らせて頂いた。卒業後、約三十数年にわたってソニ
ーでオーディオ、ビデオ、テレビ等、比較的皆さんのなじみのある事業をずっとやっていまして、これも大変楽
しい経験をさせて頂きました。最後の９年ほどは、今度は余りなじみがない金融事業を致しました。ソニー生命
保険、ソニー銀行というインターネット銀行、それからソニー損保という自動車保険の事業をやっていて、それ
も大変楽しい経験をして一昨年退職いたしました。これからちょっと遊べるかなと思っていましたら、ことしの
６月から縁があり日立製作所の社外取締役を仰せつかった関係で、今夏、安来市の日立金属安来工場にお邪魔し
お話を聞いてきました。もちろん工場があるというのは子どものころから知っていたのですけれども、一体どう
いうことをやっているのかというのは全くわからなくて、大変おもしろかったのです。本日、田部さんのお話し
の「たたら」と非常に密接に関係がありますから、若干ご紹介させていただきたいと思います。安来工場は
3,500名ぐらいの日立系の中で最大の工場です。鉄道の山手側と海側に巨大な敷地があって、非常に大きな工
場で、まずそれでびっくりしました。つくっているものは、かなり特殊な金属、日立鋼といわれるぐらい、例え
ばシェーバーの金属とか、航空機に使われる一部の金属・汎用品ではなく非常に特殊に使われているような鉄を
つくっているそうです。

　そもそもなぜ安来にそんな工場が生まれたのかということに興味があったのですが、これがたたらと密接に関
係があり田部家がつくったたたら鉄というのを全国に輸送するのですが、当時の安来は天然の良港で、全国への
たたらの物流は安来港から運んでいたそうです。瀬戸内海もそうですし、北のほうに航路がみえたときには北へ
の航路も全部安来港を経由してたたらというのは全国に輸送していたと。ディストリビューションの拠点だった
そうです。しかしながら、さっき田部さんのお話にありましたように、たたら鉄の衰退とともに安来も衰退して
いったという時代があったそうです。

　　それを救ったのが、いわゆる日産コンツェルンの創業者である鮎川義介さん。日産コンツェルンの創業者が
このたたらの鉄の話をお聞きになって、これはやはり日本に残さないといけないというようにすごく感じられ
て、そして安来にたたら鉄の文化をそのまま残すとともに、新しい鉄の製造拠点をあそこにつくろうということ
で、今日の日立金属の原型がそこに生まれたそうです。本人は戦前に、いよいよ満州で事業を興そうということ
で満州に行かれたわけですけれども、その際に工場の権利を当時の日立に統合して、それで今日の日立金属の原
型が生まれたと伺いました。

　あそこに巨大な工場があるというのは、田部さんたちの先代がやられたたたらのディストリビューションを基
礎としてそこで発足したという話を聞いて、田部さんのお話を伺いながら、そうだったのだろうなという話がす
ごく心の中で響いたわけであります。近くに和鋼博物館という博物館がありますので、そこはたたらをどうやっ



てつくるのかというたたらの歴史が非常にわかりやすく展示されておりますので、吉田村の帰りにぜひそこも訪
れてみられたらいいのではないかなと話を聞きながら思いました。
　
　最後に、このたび東京双松会の会長を芦田さんからお引き受けすることになりました。錚々たる先輩がいらっ
しゃる中、指名され非常に責任を感じておりますが、同時に一生懸命この会を盛り上げるべく、これから頑張っ
ていきたいと思います。糸川さんが新しく事務局長になられますので、一緒に若い方も参画を求め、またこうい
った総会も来てよかったなと皆さんに思っていただけるように総会運営も少し工夫し、これからこの会を盛り上
げていきたいと思っておりますので、皆さん、どうかこれから先のサポートをぜひよろしくお願いしたいと思い
ます。

　これで今回の総会をお開きとさせていただきます。今日ははいろいろなところから、遠方からご参加していた
だいた方が多々いらっしゃると思います。どうも本当にありがとうございました。次回また全員とお目にかかり
たいと思います。どうぞよろしくお願いします。

　　報告(ＨＰ管理人）福間三郎・嵯峨崎泰子
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